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修学旅行を終えて
11月 26日 から27日 にかけて 6年生の修学旅行がありました。天候にも恵まれて、快適な
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それがとても残念でした。 しかし、県内の修学旅行にしたせいで、コンパク トな行程ながらも、
一つ一つの見学先で時間をたっぷ りかけることができました。
今回の修学旅行は、ゴーツー トラベルのおかげで、旅行代金が大き
旅行クーポン券などももらえました。また、ホテルは、シーガイア、
など、非常に恵まれた修学旅行でした。
6年生の子どもたちの様子を見ていても、みんな旅を満喫 していることがよく分かりました。
子どもたちの見学態度も全体的にとてもよかったです。いい修学旅行でした。
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左の問題は、「 5

年生みやざき学力

調査」の国語の間
題です。

枚字が小さくてすむませ励
どのように して

解いていくとよい
ので しょうか。
・長文を先に読む
。問題文を先に読む
どちらで しょう。

このような問題
を上手に解いてい

くに 1ま 、 いろいろ
なテクニックが必

要です。それは、
数多 くの問題を解
いてい くことによ
って身についてい

きます。
学 校 は も ち ろ
ん、家庭学習でも
「解いて解いて解
きまくれ !」 が大

事です。
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。
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う
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四
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
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